
 

2020 年 10 月 28 日 

各 位 

会 社 名 理研ビタミン株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 山木 一彦 

（コード番号４５２６ 東証第一部）

問合せ先 
経営企画部長 
兼 広報・ＩＲ室長 

 
池田 航 

（ＴＥＬ  0 3－5 3 6 2－1 3 1 5）

 

（訂正）「平成 30 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の 

一部訂正について 

 

当社は、平成 30 年 1月 30 日に開示いたしました「平成 30 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基

準〕（連結）」の一部を訂正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 訂正の内容と理由 

訂正の内容と理由につきましては、別途、本日（2020 年 10 月 28 日）付「過年度の有価証券報

告書等の訂正報告書の提出および過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示してお

りますのでご参照ください。 

 

2. 訂正箇所 

訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから訂正事

項については、訂正後のみ全文を記載しております。 

 

以 上 



  （訂正後） 
 

 

平成30年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成30年１月30日 

上場会社名 理研ビタミン株式会社 上場取引所  東 

コード番号 4526 ＵＲＬ  http://www.rikenvitamin.jp/ 

代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名）山木 一彦 

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員経営企画部長 （氏名）藤田 満 ＴＥＬ  03-5275-5111 

四半期報告書提出予定日 平成30年２月14日    

配当支払開始予定日 －    

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て） 

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 66,498 3.6 4,748 △8.4 4,213 △14.6 2,714 △4.8 

29年３月期第３四半期 64,205 △0.8 5,185 2.7 4,933 4.0 2,850 △4.3 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 5,310 百万円 （458.7％）   29年３月期第３四半期 950 百万円 （△53.1％） 
 

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 166.37 166.32 

29年３月期第３四半期 176.76 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 112,606 59,846 52.7 

29年３月期 109,342 53,611 48.5 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 59,287 百万円   29年３月期 53,070 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 33.00 － 33.00 66.00 

30年３月期 － 33.00 －    

30年３月期（予想）       33.00 66.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 90,000 3.2 6,800 △0.3 6,200 △0.8 4,300 5.2 263.26 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  －社  （社名）                        、除外   1社  （社名）理研食品（大連）有限公司 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記、(3）四半期連結財務諸表に関する注記

事項 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 20,352,550 株 29年３月期 20,352,550 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 3,961,238 株 29年３月期 4,466,177 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 16,314,700 株 29年３月期３Ｑ 16,124,809 株 

（注）期末自己株式数には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式（30年３月期３Ｑ67,800株、29年３月期

０株）が含まれております。また、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております（30年３月期３Ｑ67,800株、29年３月期０株）。 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意

事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善が続き、個人消費につきましても堅調な雇

用・所得情勢を背景に底堅く推移しており、全体としては緩やかな回復基調で推移しております。一方、海外経済

は、米国、欧州ともに堅調な回復ペースが持続しておりますが、各国の政治政策動向及び地政学的リスクの高まり

による景気下振れ懸念は依然として残っています。 

 

食品業界においては、フードディフェンスを含めた食の安全・安心への取り組み強化が求められており、少子・

高齢化による競争激化が進む国内市場に対する取り組みに加え、成長が見込めるエリアを見極めたグローバル展開

に繋がる戦略構築が強く求められる状況にあります。 

 

このような事業環境のもと、当社グループでは、平成27年４月より平成30年３月までの３年間を対象として、 

◇成熟市場として認識する「国内マーケット」における［収益基盤の確立］ 

◇成長市場として認識する「海外マーケット」における［構造基盤の強化］ 

（グローバルカンパニーとしての揺るぎない体制構築に繋がる成長戦略策の推進） 

を基本に据えた「中期経営計画」を策定しており、最終年度の取り組みを推進しております。 

 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、『国内食品事業』、『国内化成品その他事業』、『海外事

業』がそれぞれ前年同期を上回る実績を確保し、売上高は664億98百万円（前年同期比22億93百万円、3.6％増）と

なりました。 

利益面では、『国内食品事業』及び『国内化成品その他事業』では、売上高の伸長に加え、効率的な生産オペレ

ーションおよび広告宣伝・販売促進策も含めた販売管理オペレーションの推進等により、前年を上回る利益を獲得

したものの、『海外事業』において、青島福生食品有限公司（総資産額124億70百万円）でたな卸資産評価損を計

上したこともあり、前年より利益が減少しました。この結果、営業利益は47億48百万円（前年同期比4億37百万

円、8.4％減）、経常利益は42億13百万円（前年同期比7億20百万円、14.6％減）となりました。特別利益として理

研食品（大連）有限公司の関係会社清算益を計上し、親会社株主に帰属する四半期純利益は、27億14百万円（前年

同期比1億35百万円、4.8％減）となりました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

 

〔国内食品事業〕

『家庭用食品』では、「わかめスープ」や「ふえるわかめちゃん®」が着実な伸長を見せ前年同期実績を上回り

ました。市販ドレッシングでは、「サラダデュオ®」シリーズは堅調に推移した一方、ノンオイル品は前年同期よ

り減少しました。この結果、『家庭用食品』の売上は、前年同期を下回る結果となりました。 

『業務用食品』では、冷凍海藻や調味料スープ関係が着実な伸長を示し前年同期を上回る実績を確保しました。

この結果、『業務用食品』の売上は、前年同期を上回りました。 

『加工食品用原料等』では、販売および技術・開発部門の連携による顧客ニーズに的確に応えたソリューション

ビジネスの展開により、食品用改良剤分野での売上が着実な伸長を示し、前年同期を上回る結果となりました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から6億30百万円（1.4％）増加した449億72百万円となり、営業

利益は53億85百万円（前年同期比44百万円増）となりました。 

 

〔国内化成品その他事業〕

プラスチック・農業用フィルム・食品用包材・ゴム製品・化粧品などの工業用分野に、加工性向上および帯電防

止・防曇等の機能性を付加する『化成品（改良剤）』では、帯電防止用製品が実績確保に貢献し、部門全体の売上

は前年同期を上回りました。 

また、『その他』の事業では、飼料用油脂が前年同期並みの実績を確保しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から2億52百万円（5.4％）増加した49億5百万円となり、営業利

益については5億95百万円（前年同期比86百万円増）となりました。 
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〔海外事業〕 

情報発信基地としての役割を担う「アプリケーションセンター」の機能を活かす中で、アジア・欧米をはじめと

する各エリアの既存市場での深耕はもとより、成長が見込める新市場の開拓・販売拡大に取り組む活動を推進した

『改良剤』分野においては、ソリューションビジネスの着実な展開により、売上は前年同期を上回る実績を確保し

ましたが、販売競争の激化により、営業利益は減少しました。 

また、水産加工品が高いウエイトを占める『青島福生食品有限公司』においては、売上は前年実績を上回りまし

たが、構造改革の取り組み途上である上に、たな卸資産評価損を計上したこともあり、営業赤字となりました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から16億99百万円（10.6％）増加した177億16百万円となり、営

業損失9億13百万円（前年同期は営業損失3億59百万円）を計上しました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,126億6百万円となり、前連結会計年度末に比べ32億63百万円増加し

ました。主な増加は、受取手形及び売掛金30億33百万円、投資有価証券32億52百万円であり、主な減少は、現金

及び預金42億71百万円であります。 

負債は527億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億71百万円減少しました。主な増加は、支払手形及び

買掛金22億91百万円であり、主な減少は、短期借入金55億59百万円であります。 

純資産は598億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ62億35百万円増加しました。主な要因として、利益剰

余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上で27億14百万円増加し、剰余金の配当で10億67百万円減少しま

した。また、自己株式が新株予約権の行使による処分等で16億85百万円減少し、その他有価証券評価差額金が22

億48百万円増加しました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成29年10月31日の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」で公表しました通期の業績予想に変更はありません。今後の事業環境の変化を見極めた上で、見直しの必要

が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,017 13,746 

受取手形及び売掛金 22,351 25,384 

電子記録債権 481 754 

商品及び製品 6,134 6,807 

仕掛品 3,061 3,260 

原材料及び貯蔵品 7,845 6,505 

その他 2,130 2,556 

貸倒引当金 △273 △202 

流動資産合計 59,749 58,812 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,399 12,592 

機械装置及び運搬具（純額） 11,923 11,652 

その他（純額） 3,915 4,583 

有形固定資産合計 28,238 28,828 

無形固定資産 774 702 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,699 21,951 

退職給付に係る資産 816 1,252 

その他 1,101 1,095 

貸倒引当金 △36 △36 

投資その他の資産合計 20,580 24,262 

固定資産合計 49,593 53,794 

資産合計 109,342 112,606 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,888 10,179 

電子記録債務 345 386 

短期借入金 13,956 8,396 

未払法人税等 1,068 648 

引当金 1,105 304 

その他 6,299 7,272 

流動負債合計 30,664 27,188 

固定負債    

長期借入金 19,192 18,064 

引当金 － 18 

退職給付に係る負債 195 188 

その他 5,678 7,300 

固定負債合計 25,066 25,571 

負債合計 55,731 52,759 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,537 2,537 

資本剰余金 2,718 3,038 

利益剰余金 53,466 55,113 

自己株式 △15,483 △13,797 

株主資本合計 43,239 46,892 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,124 11,372 

繰延ヘッジ損益 1 10 

為替換算調整勘定 480 873 

退職給付に係る調整累計額 224 138 

その他の包括利益累計額合計 9,830 12,395 

新株予約権 6 － 

非支配株主持分 534 558 

純資産合計 53,611 59,846 

負債純資産合計 109,342 112,606 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 64,205 66,498 

売上原価 43,800 46,443 

売上総利益 20,404 20,055 

販売費及び一般管理費 15,218 15,307 

営業利益 5,185 4,748 

営業外収益    

受取利息 27 35 

受取配当金 374 383 

為替差益 125 215 

その他 126 100 

営業外収益合計 655 734 

営業外費用    

支払利息 506 582 

デリバティブ評価損 － 640 

自己株式取得費用 73 － 

支払手数料 257 25 

その他 69 21 

営業外費用合計 907 1,270 

経常利益 4,933 4,213 

特別利益    

固定資産売却益 76 0 

補助金収入 1 51 

関係会社清算益 － 138 

その他 2 22 

特別利益合計 79 212 

特別損失    

固定資産除却損 69 173 

固定資産圧縮損 － 23 

減損損失 508 － 

その他 46 0 

特別損失合計 624 196 

税金等調整前四半期純利益 4,388 4,228 

法人税等 1,528 1,524 

四半期純利益 2,860 2,704 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
10 △10 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,850 2,714 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 2,860 2,704 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 172 2,248 

繰延ヘッジ損益 △21 9 

為替換算調整勘定 △2,030 433 

退職給付に係る調整額 △31 △85 

その他の包括利益合計 △1,909 2,606 

四半期包括利益 950 5,310 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,007 5,279 

非支配株主に係る四半期包括利益 △56 30 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

   該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（追加情報） 

（たな卸資産の評価の修正について） 

 当社連結子会社である青島福生食品有限公司（以下「青島福生食品」という。）が、2020年８月に鱈などを中

心とした水産加工品を廉価で処分販売した事実が判明したことに伴い、青島福生食品のたな卸資産の評価が適切

に行われていなかった疑いが生じたため、当社は、外部専門家を含む特別調査委員会を設置し事実関係の調査を

行っております。

 第82期第３四半期報告書の訂正報告書提出日現在において特別調査委員会の調査は継続中であるものの、2020

年10月上旬に実地棚卸を行うとともに、2020年８月に廉価で販売した水産加工品に関する書類および青島福生食

品からの事実関係の説明を確認した結果などから、当社としては過年度において連結貸借対照表上のたな卸資産

の評価が適切に行われていなかったと判断し、たな卸資産の評価を修正しております。

 なお、当第３四半期連結会計期間および前連結会計年度のたな卸資産への影響額ならびに当第３四半期連結累

計期間および前第３四半期連結累計期間の売上原価に含まれるたな卸資産評価損の修正額は以下のとおりです。

 

四半期連結貸借対照表    

  前連結会計年度 当第３四半期連結会計期間 

商品及び製品 △44百万円 △93百万円 

原材料及び貯蔵品 △260百万円 △1,047百万円 

     

四半期連結損益計算書    

  前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

売上原価 256百万円 808百万円 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 44,235 4,653 15,316 64,205 － 64,205 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
107 － 699 806 △806 － 

計 44,342 4,653 16,016 65,012 △806 64,205 

セグメント利益又は損失

（△） 
5,341 509 △359 5,490 △304 5,185 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△304百万円、たな

卸資産の調整額△0百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   （固定資産に係る重要な減損損失）

  海外事業において、青島福生食品有限公司が保有する事業用資産の一部が遊休状態となったため、固定資産の

減損損失を特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において

508百万円であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 44,785 4,905 16,808 66,498 － 66,498 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
187 － 907 1,095 △1,095 － 

計 44,972 4,905 17,716 67,594 △1,095 66,498 

セグメント利益又は損失

（△） 
5,385 595 △913 5,068 △319 4,748 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△295百万円、たな

卸資産の調整額△23百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。 

 

 

- 9 -

理研ビタミン㈱（4526）平成30年３月期　第３四半期決算短信


